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送電網拡充事業(Ⅰ)(Ⅱ) 道路維持事業

■借款概要

■事業概要

132kV送電線の新設、変電所の新設、既設変電所の

増設を行い、併せてセイロン電力庁（CEB）専用の通

信システムを整備し系統運用の合理化及び能力の向上

を図り、もって同国の送電能力の向上及び送電効率の

改善を図るもの。

■評価結果

同国の送電網の大部分は放射状に敷設されているた

め、一ヶ所で事故が発生するとその供給先の停電が不

可避となるが、本事業により同国西部における送電線

のループ化が完成し、一部区間で障害が発生した場合

も、他ルートからの送電が可能となった。

本事業により新設された変電所の稼動状況は安定し

ており、各地域における急激な電力需要の増加に対応

し、また電力の安定供給に貢献したものとなっている。

併せてCEB専用通信網が整備されたことにより、電

話回線の容量不足による通話障害を受けることなく連

絡ができ、情報伝達が確実に行えるようになったこと

から、緊急事態等への対応も可能となった。

維持管理はCEBが行っているが、維持管理体制及び

財務状況とも特段の問題はない。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

5,278百万円/4,489百万円

1988年11月及び1993年8月

金利2.5%/2.6%、返済30年（据置10年）

1997年1月及び1998年12月

アビッサウエラ変電所

スリランカ

送電網拡充事業(Ⅰ)(Ⅱ)

■借款概要

■事業概要

同国における道路補修を機械化施工とすることによ

り、道路修復の効率化、道路構造の近代化を図り、併

せて道路維持に係わる政府・民間補修業者の技術レベ

ルの向上と建設機器の効率的運用を図るための体制強

化を進めるもの。

■評価結果

日常メンテナンス/定期メンテナンスは、本事業で

調達された機器を使用して計画を上回る進度で実施さ

れている。特に損傷が激しく交通量の多い区間のリハ

ビリテーションの実施には遅れが見られるものの、調

達した機器を使用したメンテナンスは現在も引き続き

実施されており、道路構造の近代化や、路面状況の改

善に貢献している。

また、本事業で調達されたアスファルト・プラント、

砕石生産プラントは同国での原料生産の機械化、道路

建設・維持管理のための原材料安定供給に貢献してい

るほか、技術者への機器の操作方法などのトレーニン

グを通じ、技術移転効果も見られる。

維持管理は道路開発庁が、民間補修業者および道路

建設開発公社を活用し実施している。本事業で調達さ

れた維持管理用の機器は、耐用年数を過ぎても多くが

使用されており、概ね適切に維持されている。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

12,314百万円／5,881百万円

1988年7月

金利2.75％、返済30年（据置10年)

1998年9月

本事業により調達された機器

スリランカ

道路維持事業


